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研究成果の概要（和文）： 
 1985 年から 1995 年にかけて行った気球を使った[CII]線による銀河面サーベイデータの未

整理であった南半球部分の解析を行い、南北両半球にわたる[CII]線強度分布図を作成した。こ

れは、現在得られる、空間的、分光的分解能においてもっとも良質で、かつ均一なデータとし

て、唯一無二のものである。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Using the observed data of the Galactic plane survey made from 1985 to 1995, the 
southern sky data, not fully analyzed, have been analyzed and made a map of the [CII] 
line emission in the both hemisphere. It has provided a data base with the best spatial 
and spectral resolution and a unique data presently available. 
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１．研究開始当初の背景 
 研究代表者らは、１９８５年から１９９４
年にかけて、気球搭載望遠鏡により、電離炭
素線（[CII], 158μ)による銀河面の広域サ
ーベイを行い、銀河面の主要部分にわたる強
度分布の観測に成功した。この[CII]線は、
星間空間に存在する電離した炭素から放射
される遠赤外線で、星間ガスのエネルギー放
射の主要部分をにぎる重要な放射線である。
炭素の電離エネルギーは水素のそれに比べ

て低いため、星間空間で容易に電離され、水
素の電離領域と中性ガス領域の中間域に分
布する新しい光電離領域を形成していると
考えられている。従来、星間空間の研究は水
素２１ｃｍ線、一酸化炭素２．６６ｍｍ線に
よって行われてきたが、未開拓の[CII]線の
観測は、それらの観測では得られない星間空
間の物質層の新しい情報を与えるものと期
待されていた。この[CII]線は星間放射の中
で最強のスペクトル線と考えられ、小型の
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測器での観測が可能である。ただ、遠赤外領
域の観測は、大気吸収のため地上からは不可
能で、これを気球を使った観測で実現しよう
としたのがこの研究の動機であった。 
 
２．研究の目的 
 観測自身は、２０年前に行われ、南北両半
球にわたって均質、かつ良質のデータが大量
に取得されていた。これらの観測結果のうち、
銀河中心を含む北半球のデータは、すでに、
解析が完了して、論文として発表されている
が、南半球のデータは未整理のまま、残され
ていた。この残された南半球のデータを解析、
整理し、北半球データと合わせて銀河面全域
にわたる統一的なデータベースとして完成
して、広く全世界の研究者の利用に供すると
ともに、得られたデータをもとに、銀河系内
での[CII]線の放射機構やそれを通して、新し
い星間物質相の解明を試み、同時に、銀河系
内の分布状態を調べて銀河系の大局構造に
関する知見を拡張することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 観測データは、大型計算機の磁気テープに
収納されたままになっており、これをパソコ
ンでの解析が可能なデータフォーマットへ
変換、移植することから始めなければならな
かった。 その後、変換、移植されたデータ
に種々の補正、較正、ノイズ除去を施し、銀
河面における均一な強度分布データを作成
する。これを北半球データと結合して、南北
両半球の銀河面強度分布図として完成する。 
 このようにして得られた結果をもとに、多
波長データとの比較研究を行い、銀河系内に
於ける星間空間の物理状態（電離領域と中性
領域をつなぐ中間的領域）を調べ、また、銀
河系の大局的な構造を構築するのが最終目
標である。 
 
４．研究成果 
 観測後、かなりの年月が経過しており、そ
の間の計算機環境の変化は大きく、変換装置
を探し出すことが必要になり、これらの作業
に予想外の時間を要することになった。また、
気球高度での観測には目的の[CII]線成分に
比べて桁違いに大きな大気放射が重畳して
おり、それを正確に除去するために慎重な取
り扱いが要求され、その過程でのノイズ除去
にも予想外の時間を要した。そのため、計画
の遅延を余儀なくされた。しかしながら、最
終的に得られたデータはきわめて信頼性の
高いものになったと考えている。参考図に得
られた[CII]線強度の銀河面分布を示した。
観測は、まったく独立した二つのスキャンか
らなっているが、図には、その各々について
の強度分布を比較してあるが、両者の一致は

きわめてよいことがわかる。また、すでに完
成している北半球の結果と会わせて南北両
半球の分布図も示してあるが、両者の観測領
域は、銀経 260°から 20°、銀緯－4°から
＋4°にわたり、銀河中心を含む銀河面の主
要部分を覆っている。また、空間分解能は 0．
2°、分光分解能（λ/δλ)は１８００、速
度分解能(v/δv)にして 180km/s を持ってい
る。同種のデータとしては、ＣＯＢＥによる
全天サーベイのデータがあるが、空間分解能
は 7°であり、分光分解能は１００程度であ
り、我々の結果は、空間的にも、分光的にも
桁違いに高い精度を持っている。すなわち、
南北両半球にわたって、良質、かつ均一な強
度分布図として、現在得られる唯一、無二の
ものである。これらの精度は、ＩＲＡＳの遠
赤外強度分布、１０ＧＨｚ電波強度分布、Ｃ
Ｏ線強度分布などの関連観測の精度に匹敵
するものであり、それらの比較研究に最適で
ある。これらの精度は、ＩＲＡＳの遠赤外強
度分布、１０ＧＨｚ電波強度分布、ＣＯ線強
度分布などの関連観測の精度に匹敵するも
のであり、それらの比較研究に最適である。 
 現在は、南半球データの解析処理の最終段
階に至っているが、中間結果を平成２１年度
春期天文学会で報告した。今後、これらを北
半球データと結合して両半球の統一データ
としてまとめる。これを近い将来、アーカイ
ブデータとして公表する。なお、速度分解能
180km/s は十分ではないが、これから得られ
る銀河回転の情報を利用した[CII]放射源の
銀河系に出の 2次元分布を推定する可能性に
ついても現在、検討中である。 
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   参考図 

[CII]線銀河面強度分布図  南半球、 スキャン １ 

[CII]線銀河面強度分布図  南半球、 スキャン ２ 

[CII]線銀河面強度分布図   南北半球合成図 


